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第12回 鎌倉市児童福祉審議会会議録 

日時   平成17年9月24日（土）14時00分～16時00分 

場所   鎌倉市役所 講堂 （第３分庁舎１階） 

出席委員 松原康雄委員長 冨田英雄副委員長 石井孝子委員   

浅井茂幸委員 新保幸男委員 四方燿子委員 

 

 

○松原委員長 それでは、第12回の鎌倉市児童福祉審議会を始めたいと思います。 

 最初、当事者の方からお話を伺うということで、その部分は非公開ということで行いま

す。お手元にあります審議会次第の順番で、父子家庭のお父様、母子家庭のお母様、母子

自立支援員の方からのお話を伺いたいと思います。委員の皆さん方がお寄せいただいた質

問の方は網羅して、事前にそれぞれの方にお渡ししてあります。全部ご発言いただけるか

どうかわかりませんが、15分ぐらいお話をいただいて、５分程度の質疑ということで、こ

こに１時間ぐらいをかけようかと考えております。 

 

（ここから、当事者の方々の話のため、非公開） 

 

○松原委員長 それでは、再開をさせていただきます。 

 今回、12回目の児童福祉審議会になりますが、前回議事録はまたお読みいただいて、訂

正があれば事務局にお寄せいただきたいと思います。 

 今、父子家庭の方、母子家庭の方、それから母子自立支援員の方にいろいろお話を伺い

ました。今日の議論が、このひとり親家庭への支援対策についてということで、一応最終

の討論をして、後はこれを報告書にまとめていくというプロセスの中で、10回、11回と出

てきました資料、それから今日のヒアリングを踏まえまして、残り45分ぐらいでご議論い

ただき、細かい日程調整は最後にさせていただきますが、大体11月ぐらいをめどに、まと

めていきたいと考えております。 

 それでは少し、今日ヒアリングをさせていただいたことも踏まえてご意見を伺いたいと

思いますが、ここからは記録に残してまいりますので、もしヒアリングのことに関しての

コメントということであれば、プライバシーに配慮してご発言をいただきたいというふう

に考えております。 

 それでは、いかがでしょうか。何点か共通したようなご意見も出てきていて、例えば休

日祝日の対応の問題、あるいは夜の時間帯の支援といいましょうか、対応の問題。いわゆ

る生活時間に合わせて、例えば就労等が終わった後、相談をするときの時間と場所という

ようなお話は共通して出てきたのではと考えておりますが、そのほか、具体的な支援策、

少しご質問の中でも「こんなことは、どうか」といった、示唆的なご質問も出ておりまし

たので、そうしたことも伺いたいと思います。 
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○冨田委員 事務局に伺いたいんですけど、実は、突然母子家庭になった家庭で、急遽市

内に転入をしてくる、そういう家庭で、早い話が、明日住むところがないということから、

就労先がなかなか見つからないという話もありましたけども、そういう相談を夜受ける対

応というのはできそうなんでしょうか。 

○こども福祉課長 私、自分の個人的な意見も踏まえてお話をさせていただきたいと思い

ます。できないということではないと思います。ただ人的な対応であるとか、場所をどこ

に確保するかとか、課題が多くあるので、全部整理していけば、今委員がおっしゃられた

ような人が相談に赴くということはできると思います。もしくは、例えば電話で相談とい

うような体制も、検討方法によっては可能と考えます。 

○冨田委員 必ずしも役所本庁の電話の前に座っていなければならないことはないと思う

んですね。今のように、携帯電話が大変普及しているときには、相談を受ける担当の方、

複数人が一つの相談専門の携帯をリレーして持って、自宅でもどこでも対応ができる、こ

れからはそういう方法が中心になってくるのではないかと思うのですが、その辺はいかが

でしょうか。 

○こども福祉課長 冨田委員おっしゃるとおりだと思います。今、ご存じのように、ＩＴ

の発達によりまして電話、インターネット、そのほかのいろんな方法があるので、一つの

場所に固定せずに、例えば自宅においてもこういう勤務体制というのを確保できれば、今

委員がおっしゃったような方法は、これからの時代を多分考えたようなすばらしいという

か、一つの方法だと私は思います。 

○松原委員長 具体的といいましょうか、ご提案の方向を含めてのご質問だと思います。

審議会の性質としては、場合によっては、これはかなり長期的、将来的な課題であるとい

うことも、この時点で議論をしておいてもいいと思いますので、現実的なことと将来的な

考えと、余り現実的なところに縛られなくても、審議会としてはやってほしいということ

で出しておいて、行政の方に現実的な対応をお考えいただくということも可能と思います。 

○冨田委員 役所は就職の斡旋はできるんですか。データを示す程度にしか、できないん

ですか。 

○こども局推進担当課長 無料の職業紹介という形になろうかと思いますが、戸塚ですか、

職業安定所がやっている業務が、市役所の中でできるかというと、それは今の時点ではで

きない。ただ、情報提供をする窓口として認定してもらって、あるいはネットワークの端

末を置くということは可能かと考えます。 

○冨田委員 実家へ戻ってきた若い母子が、就職をするのに一番手っ取り早いのはパチン

コ屋さんなんです。このごろパチンコ屋さんのターゲットは女性になりましたから、パチ

ンコ屋さんが大変きれいになって、そして若い女性が係員としている方がお客さんが安心

なんだそうです。時間も比較的融通がきくのと、かなりの高収入が得られるというので、

かなり若い母子は勤めているんですが、そうなると一日立ちっぱなしですから、非常に健

康問題が心配されます。鎌倉市には余り働く場所がありませんが、どこか斡旋するところ
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があるとよいと思います。私たちのところも斡旋はできないんです。非常に困っている方

も多いので、そういうデータをどこかでとれるような、積極的なサービスを考えていただ

くべきだと思っているんですけど、パチンコ屋という、そこで働くという提案がいいとか

悪いとかいう問題ではなくて、そこで長続きがするのかどうか、先ほどもちょっと話があ

りましたけど、子どもがだんだん小学校に行くようになって、親の就労場所について嫌だ

ということになってくると、ますます働く場がなくなってしまうのではないかという心配

をしています。最近、気になっている例を申し上げましたが、何かうまい手立てがないん

でしょうか。 

○松原委員長 就労にかかわる支援というのは、今日のヒアリングの中でもいろいろ出て

きましたし、それは例えば子どもの病気のときの職場の理解のことも含めて、いろいろお

話を伺うこともできたかと思います。土日が必ず休みという仕事だけではないということ

も我々はわかっておりますので、就労に向けた資格の取得のサポートということもお話の

中には出てきたと思います。ちょうど就労という話に今なっておりますので、就労支援関

係のところで何かご意見は。 

○石井委員 就労支援というのが、今とても大きな柱になっていると思います。これは母

子家庭だけに限らず、社会全体の若い人も含めて、また高齢の方も含めて思っているので、

これはもうちょっと取り組み方を母子だけに限らないで考えるとやり方も違ってくるのか

なと思います。例えば緊急度の高さから言うと、母子家庭の方で明日からでもすぐという

方のために、やはりそういう相談も、また斡旋も必要かと思いますが、もしそれを仮に母

子家庭ではなくても、緊急度の高さから言えば、両親二人そろっていても、例えばお父さ

んが健康を害していて、とても仕事につけないで、お母さんが働かなくてはならない、そ

れでも収入で困るとか、それで自立もして働きたいとか、いろんな場合を想定したときに、

そういう方たちにもサービスとして平等に与えられるようなシステムがいいのではと思っ

たりします。 

 あと、今斡旋そのものだけではなくて、資格の問題とか、また自分のキャリアという、

これまでのものがどうなったのかということを確認しながら、さらにそれをアップしてい

く、またはそれをどう生かしていったらいいのかという、そういう考え方で、もうちょっ

と広く見るならば、母子家庭の方に限らず広く市民サービスとしてとらえることができる

のかと。例えば、今はやりのキャリア・カウンセリングというような言葉を使うならば、

もっと広い市民サービスということでとらえることができるならと思いました。 

○松原委員長 ありがとうございます。制度としては、これは県と市とそれぞれ分担があ

りますので、そういう制度的に検討しなくてはいけない。今、石井委員がおっしゃったの

は、キャリア・カウンセリングというようなソフトの面での支援も考えなくてはいけない

のかと思います。 

 広い意味での就労支援ということで、ほかにはいかがでしょうか。 

○冨田委員 病児保育とか病後児保育というのは、鎌倉市の公立、民間の保育園、あるい
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は医師会なども含めて、何かそういう制度ができないか。子どもが熱を出したからといっ

て余り会社を休むと、その人は解雇されます。次を探すまでに３カ月ぐらいかかってしま

う。こういうことで悩んでいる人たちがたくさんいるので、そういう方法が何かできたら

いいと。国の制度から行くと、なかなか鎌倉市ではできそうもないと思いますが。 

○松原委員長 これは、冨田委員に私の方から質問をするんですが、そういった場合に、

ひとり親に限らず、子どもは病時、病後に保育って必要なので、そういう保育一般として

病時・病後時保育に備えていくことによって、ひとり親対策にも資するとお考えなのか、

それはひとり親限定で病時・病後時保育を始めたらどうかという、いわゆるパイロット的

なプランとして。これはどちらの保育になるんですか。 

○冨田委員 子ども全般についてと、私はそのつもりでおります。 

○松原委員長 はい、ありがとうございます。 

 保育関係のお話は、今日当事者の方のお話を伺っていても、むしろ保育全般の充実とい

う中で、ひとり親の世帯が持っていらっしゃるニーズにもこたえていく部分もかなりある

のではないかと思いましたが、ただ、鎌倉の一つの特徴として、ひとり親になられた段階

で鎌倉市に新しく、あるいは元住んでいらっしゃった方が改めて転入をされてくるという

場合の、緊急時の保育というものがなかなかできないということで、そういうひとり親に

なられた時点での個別の保育の支援というものが、私は必要なのかなと。 

 もし鎌倉のそういう特徴の一つがそういう転入あるいは再転入ということであるとすれ

ば、そういう転入時の支援というものを、まさに固有の施策として準備しておく必要があ

るのかと、今日のお話を伺いながら私は感じましたが。 

 少し保育の方に移り始めていて、これはお勤めということを含めてにかかわりますので、

保育のところまで就労支援を少し広げる、あるいは子どもの保育そのものということにも

広げていって、場合によっては子どもの家までこれは広がると思いますので、子どもへの

サポートということで、保育も含めていかがでしょうか。 

○浅井委員 冨田委員にご質問なんですが、ひとり親とか、お父さんが例えば残業が急に

できて迎えに行けなくなったということで連絡等が入った場合、実際、保育園ではどのよ

うに対応をされているんでしょうか。 

○冨田委員 一応保育園は７時までです。私のところは園長の自宅が隣接していますので、

そういう緊急の連絡があったときには園長の自宅に連れてきて家族で対応するなどして柔

軟に対応しております。保育園は７時で、あとの片付けとかで、大体７時40分ごろ閉まり

ます。その程度でいいですか。 

○松原委員長 ここはキーということでしょうか。その先の何かご提案がおありになりま

すか、浅井委員として。 

○浅井委員 やはり、そこら辺の支援は結構大きなところかと考えています。 

○冨田委員 勤務地が東京、横浜が多いですね。大体、勤務を終了してから迎えに来るま

で１時間ぐらいかかる。それから車で、外交で歩いている人たちは夜７時ごろ、「今、大
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和です」なんて電話がかかってくる。すると、それから１時間ぐらいは臨時に面倒見ない

といけない。ただ、だんだん時間が遅くなってくると、くしの歯が抜けかけるように子ど

もがどんどん減って、最後は１人になる。非常に子どもの精神状態が不安定になりますか

ら、その辺を一番心配しています。預かることはいいんですけど、その辺が一番心配です。 

 そういうときに、９時まで開けておいたらどうかとか、８時までやったらどうかとかい

う話もありますけども、１人を緊急で保育するために複数の職員をそのときに残すという

のも、職員も通勤時間に１時間ぐらいかかりますから、なかなかそれは難しくて対応しき

れないと。対応しなきゃいけないという思いはたくさんあるんですけど、なかなかそれが

実現できない、そういう今の状況ではあります。 

○松原委員長 幾つかの地方自治体ではトワイライト・ステイみたいなことを制度化して

いるところもありますが。 

○冨田委員 実は、そのトワイライト・ステイですね、母子が子どもを迎えに来て保育室

で倒れたんですよ。救急車を呼んで、さて子どもをどうしようかということになる。トワ

イライト・ステイ的なものがあることはわかっているんだけど、どこをたたけばそれが利

用できるのか。それでいろいろ調べて、中央児童相談所で対応してもらったんです。そう

したら、親戚の人が遅くに迎えにきましたので、せっかく用意してくれていたけど、利用

しないで済みましたが、どうしたら活用できるかという情報も必要だと痛感しました。 

○四方委員 今日のお話は、就労支援、つまり仕事を得る、そこでお金を得るという話と、

それから、そこで安心できる生活をしていくという話と、結局、緊急対応が必ず必要にな

ってきますね。それから、緊急対応といっても、先ほどからお話にありましたように、夜

間の緊急対応です。 

 聞いてまして思うのは、今のトワイライト・ステイとか、それからショート・ステイと

か、こういうものの支援が今後、鎌倉市でもきちっと考えていただけるといいかなと思っ

ております。全国的にはやっているところもございますが、まだまだそれは本当に少ない

ですね。実際に子どもを抱えて、そして、なおかつ経済的にやっていこうと思いますと、

私なども今のお母さんから見ると何も恵まれていない時代に子どもを育ててまいりました。

しかし、そのとき一番困ったのが、やっぱり病気になったときです。１日じゃ子どもの病

気は治らないです。何日間もきちっと見てあげなければいけない。そういうことだと思い

ます。 

 もう一つは、80年代に入りましてから、女性もきちんとした職業を持つようになってき

ていまして、またそうでないと結局母子家庭が経済的に成り立っていかない。そういう時

代に入ってきていますと、結局、残業もありますが、出張もあります。ですから、将来的

にきちんとした一時的な保育ができるような場所が、社会的に公のものとして必要だと、

いろんなところで耳にする。子どもがかわいそうだという思いの中で、親たちはそういう

ことをなるべくしないでおこうと実は思うわけですが、実際にはやはりあるわけです。海

外へ出張しなくては、いけないときもあります。こういうときに、子どもの受け皿が必要
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ではないかと思います。 

 自分の経験を話して大変申し訳ないのですが、私どもは息子夫婦が出張になったときは、

関西に住んでいるんですが、関東にまで連れてきて、そこでベビーシッターを呼んで、そ

れで何とか持ちこたえました。しかし、一般的にそこまでなかなかできないことの方が多

いんです。仕事の中身さえも、もうそうなっているということを認識した上で、社会全体

としての支えるシステムがどうしても必要ではないかと思っております。もちろん緊急な

こと、もっとたくさんしなくてはいけないことがありますが、そのように思います。 

○松原委員長 ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。今少し、緊急時の対

応、出張等も含めて話が出ておりましたが。 

 少し観点を変えまして、同じく夜間ということでも、当事者の方たちが仕事が終わって

集まるということになると、どうしてもかなり遅い時間帯になるということですが、居場

所、寄り集う場所が今なかなか鎌倉市の場合、早く閉まってしまうというご指摘もあって、

少しでも時間のゆとりを持って活動ができる、あるいは打ち合わせができる場所の提供み

たいなお話も出ています。日中お仕事や家族の介護等をされていて、夜に自分たちの活動、

セルフ・ヘルプ活動するかということも課題にはなっていて、セルフ・ヘルプ活動の重要

性ということも、今日それぞれお三方お示しをしていただきました。 

 例えば、ご質問の方でもセルフ・ヘルプのグループのお話、あるいはもう少し具体的に

市の母子間、福祉、母子会の話なんかも出ておりましたが、そちらの方の３本と、あるい

はご意見の中には、余り鎌倉市が直接やると参加しにくいから、ほかのところ、例えば小

学校あたりが拠点になって、あるいは保育園あたりが拠点になってくれる方が親としては

出ていきやすいというご意見も中には出てまいりましたので、その辺の方に少し視点を移

しまして、いかがでしょうか。もちろん自主的な活動ですから、ご自身たちが展開される

活動だとしても、鎌倉市として支えていく場面もあるのではと思います。その辺のご意見

を伺いたいと思います。 

○石井委員 セルフヘルプ・グループというのは、だれかに言われて、さあいらっしゃい

ではなくて、自発的に何かやりましょうと二、三名が集まって、それが、全体に声をかけ

てというよう、立ち上がってくるといいのかと思います。その人たちだけで何とか支え合

うというのが一番自然なところかと思うので、いろんな形があっていいと思います。 

 母子会という形があって、そこで随分救われたという方も確かにいらっしゃるというお

話はあると思うので、それをどんなふうに広げて、それでみんなに参加していただいて、

そこを大きくするというのも一つあると思います。また保育園とか学校などで仲間になっ

て、夜、気楽におしゃべり会やりましょうよという形でもいいと思うし、そういう自然な

形になっていったときに、そういうグループの人が、例えば場所の問題だとか、または何

かに取り組もうといったときに、行政として何か支援ができるといいのかと、先ほどお三

方のお話を伺って思ったところです。 

○松原委員長 ありがとうございます。ほかにはいかがでしょうか。 
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 これまでの議論も踏まえまして、項目を少し私なりに整理をさせていただきます。何か

あれば出していただきたいと思います。 

 まず１点目は、やはり仕事の問題があるかと思います。これはヒアリングの中でも、な

かなか仕事そのものを見つけにくい、あるいは資格取得の問題も出てまいりました。 

 それから、この辺については前回、新保委員からも少し具体的な就労支援、県との連携

も含めて、ご意見が出たと思いますし、このことが安定的な就労あるいは所得の保障にも

つながるかと思いますし、それぞれ個々のご事情もあるかと思いますが、お子さんを育て

ているという共通点からいえば、なるべく職住接近といいましょうか、近いところでの就

労ということがご希望としては出されていたと思います。国全体として取り組まなくては

いけないこと、それから県と市が協働してやること、それから市ができることということ

で、それぞれの役割分担はあるかと思いますが、就労支援ということについては一つの柱

として立てなくてはいけないかと思っております。 

 それから２点目に、子どもということで言えば、やはりお子さんの年齢が小さいときの

保育の問題があるかと思います。これはそもそも、なかなか保育の場が得にくいというこ

と、それから保育そのものが通常の場面では保障されていても、例えば残業等で遅くなっ

たとき、あるいはお子さんが病気になったりというようなことで、一般的には特別保育と

呼ばれている部分ですけれども、そういった部分での支援も考えなきゃいけないだろうと

思います。 

 それから、特に母子会の方では、少し世代の若返りということがお話の中で出てきてお

ります。こういったものを支え、今、石井委員がおっしゃったように、本当は自主的な集

まりですから、まずみんなで集まってみようというような、そういうところのスタートの

お手伝い、あるいはみんなで集まってみようといったときの場所の提供、あるいは石井委

員が、少しファシリテーターという話もご質問の中でされておりましたけれども、そうい

う活動を支えるようなことというのがあるかと思います。 

 それから、生活全般に関する相談が必要なのかと。これは養育も含めてでしょうが、こ

のことについては開設日時について、今日はもちろん母子自立支援員の方からもお話を伺

って、非常にいい実践をされているかと思いますが、少しシステムとして休日対応、ある

いは夜間の相談をどうするかということが上がったかと思います。 

 それに加えて、鎌倉市固有の課題ということで、転入あるいは再転入の方が多いという

ことですので、新たに、あるいは再び鎌倉市で生活をスタートされる、その時点での何か

厚みのつけたサポートというのが必要かなと思います。 

 全体を貫くもう一つの糸として、全般的な子育て支援の充実ということで議論をしなけ

ればいけないところと、それから例えば保育の確保ということであれば、ひとり親という

ことで、さらに優先順位を高める。あるいは住居の確保ということで言えば、公営住宅優

先入居という問題も含まれるというふうに思いますが、ひとり親世帯ということでの支援

ということで強化をしなければならない。これは就労もそうだと思いますが。両方の糸が
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今日は確認されたのではないかに思います。これが子育て支援の充実ですとかと、ひとり

親世帯への固有のサービスというのが縦糸だとすれば、先ほど上げた何点か、４、５点か

６点のところが横糸になって、報告書の形になっていくのではということで、ここ数回、

10回、11回、12回として、議論を通じてお出ししたところです。 

まとめさせていただきましたが、私なりのまとめですので、少し組みかえをしていただ

いても結構ですし、箇条訂正はもちろん歓迎いたしますので、少しまとめに向けてのご意

見をいただければと思いますが、いかがでしょうか。 

○浅井委員 これは、まとめに向けてということではなくて、一つ気になったというか、

鎌倉は転入されたことの厚みのあるサポートとが大切だということですが、私が児童相談

所で、これは母子、父子関係なく、虐待等というところでの業務がかなり大きな部分にな

っていますけれども、鎌倉市の特徴は、やはり転入の方が虐待児童の中で非常に大きなパ

ーセントを占めているというところで、そこがどう関連するかわかりませんけど、厚みを

つけたサポートというところの部分では、もう一つ重要な点かと感じました。 

○松原委員長 ありがとうございました。浅井委員のご発言の、転入してくるから虐待す

るということではないと思いますので、そう受けとめながら。ただ、おっしゃるように、

全国的な調査を見ても、虐待を引き起こす一つの大きな要因として、社会的な孤立という

ことがあって、あるいは転居してきたばかりというようなことも確かにあったと思います

ので、そういった線からでのサポートも必要かとは思います。 

○冨田委員 ひとり親家庭で、保育園に通っているパーセントというのは、全国平均的に

２０％ですね。私どもは４月当初は２０％でしたが、現在は３５％。もう一つの園も３

０％です。全国平均が２０％ということになると、日本中に母子家庭、父子家庭がたくさ

んいると思うのです。それで特に鎌倉に再転入が多いというのは、鎌倉が母子家庭に対す

る対策が充実しているからではないと思います。多分、実家の足腰がしっかりしていると、

再転入する若い母子はそう思っているではないか。 

 でも実際に入ってくると、家庭内はそう単純にはいかない。親は親で生活が大変で、若

い一家はそれに頼ってもいられないというのが現実です。だから虐待も親のストレスがた

まるから出てくるケースが多いのだと思いますが、これが本当に風光明媚で、すばらしい

景観に恵まれていて、しかも母子、父子の対策が充実しているから、もう来ないでくれと

いうほど戻ってくるというなら幸せだと思うのです。そういう方向づけで書けたらいいと、

そう思っています。 

○松原委員長 全般的に子育て支援が充実するということは、鎌倉市内で子育てをされて

いる方にとっても、それは非常に大切なことですし、鎌倉市は県内の中でも少子化率が高

い自治体ですから、そういったことにもかかわる。まさに、児童福祉審議会ですから、議

論していることは、やはり全般的な子育ての部分につながってくるのかと思います。 

 ほかにいかがでしょう。ただ、固有の母子、父子対策というのもあるはずなんで、その

辺のところも含めて。 
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○四方委員 もう既に、上手にまとめていただいているんですけど、やっぱり先ほどの就

労支援にしろ、結局、ハローワークに頼ってしまって、鎌倉市の中で相談員がどこまで親

身になって相談してくれるかというような要望が多分あるのではないかと思います。そこ

へ行けばという紹介で終わってしまう。一番肝要なのは、例えば学校は学校でやるけど、

あそこへ行ったらどうという形で終わってしまう。いろんなところで、みんなそういうこ

とがあるんではないかと思いますので、非常に大事なポイントとして、この場合も、やは

りネットワークのことをきちんと、私たちは今回のテーマとして書いていただくというこ

とが大事ではないかと思います。 

○ 松原委員長 ありがとうございます。そのネットワークもそうです、それから母子、 

父子固有のということで、前回、新保委員からご質問があった、父子手帳を相模原の方で

出しているということで、事務局で取り寄せていただきました。２冊ありますので、参考

に。 

見ていただきながら、少し新保委員にキャッチアップしていただけたらと思うんですが。

今日の議論は置きまして、前回までの議論を踏まえて、ちょっと私どもで先ほど言ったよ

うな形でまとめさせていただきましたが、もし全般的な事柄で何かコメントしていただけ

ると、大変ありがたいんですが。 

○新保委員 きれいにまとめていただいているので、新たにつけ足すというような感じで

はないんですけど、先ほどからセルフ・ヘルプという言葉とか、就労という言葉が出てき

て、多分これからの方向を示す一つ言葉なのかなと思います。ただ、その中の就労という

ことに関しては、国の政策などで、福祉事務所などがこれから自立支援ということで就労

支援にいろんなことをやっていただくんですが、それはそれで、すごく意義のあることだ

と思います。 

 一方で、職を探して職につくということがメインの事業が多いなかで、せっかく母子会

として固まりをつくろう、つくっているという状態ですので、母子会そのものが仕事をつ

くり出していくということを考える時代になってきているのではないかという感じがしま

す。働くというのはだれかに雇われることですから、先方の都合で働く時間が拘束される

わけで、できるだけこちらの都合で仕事につくことができるような環境を用意していくと

いうことが、これからの就労支援にとっては特に必要なことではないかと思っています。 

 こんなことを、全国のいろんな母子団体の方々とお話をすることがあるんですが、数年

前までは何ばかなことを言っているんだということでしたけれども、ここ一、二年、特に

今年に入ってからは、少しずつ仕事をつくり出すということに向かっているのかなという

気がします。自分たちで会社をつくって仕事をつくるということをやり始めた母子団体も

ありますし、例えば清掃会社と契約を結んで、その清掃会社が各自治体と仕事の受託契約

を結んで、その上で母子会の会員に仕事を優先的に割り振るという、こういう契約を結び

始めた団体などもあるようです。ですから、ハローワークや福祉事務所を通じて就労先を

探すというだけではなくて、仕事をつくり出すというようなことも、どこかで考えておく
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必要があるかということを考えています。 

○松原委員長 ありがとうございました。これも大切なご意見だと思います。先ほど申し

上げましたように、本当にすぐにできることと、中長期的に、着実に実現に向けて考えて

いただくことというようなことで、両方この審議会報告書として書けると思いますので、

さまざまな観点からご意見をいただければと思います。 

 ほぼ時間になりつつあるんですが、今回は起草委員を私と新保委員と石井委員とでさせ

ていただきたいと思います。３人は、審議会から起草委員にお任せをいただきますので、

四方先生、浅井先生、冨田先生、この時点で最後に何か、これを忘れるなというようなこ

とがありましたら、お聞かせいただいて、あとは日程を調整させていただきたいと思いま

す。 

○冨田委員 今、新保委員からお話がありました仕事を立ち上げる応援をするのがいいと

いう。そういう筋から行って事業を立ち上げるための資金とか、運転資金とか、そういう

のが出せるようなシステムができたらいいというのが一つ、もう一つは就労の受け入れ先

として、次世代育成の行動計画は企業もつくることになっていますから、企業の方でもハ

ローワークに求人を出すと同時に、役所の方に、あるいはインターネットでも結構ですが、

情報を提供していただくような筋道をどこか文章の中に入れ込めれば、無理は言いません

が、お願いしたいと思います。 

○四方委員 少し関連があると思うんですけれども、既に厚労省あたりからも父親の育児

休暇とか、そういったことでのＰＲがされていますが、結局企業の協力がまだまだありま

せん。このあたりのことをどう考えていったらいいか。やはり世の中全体の仕組みそのも

のが一つ関係があるのかと思いますので、それをどう表現したらいいか。大変難しい課題

ですが。 

○松原委員長 ありがとうございます。何らかの形で社会的なアピールをするということ

も、関連することとして考えたいと思います。ほかはよろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。 

 それでは日程調整をさせていただきたいと思います。 

 次回がまとめの議論になりますので、恐らくそれまでに起草委員会の方で一定のまとめ

をさせていただいて、それでお送りをし、それから今期は今度の会合が最後になりますの

で、学童保育、虐待、それからこのひとり親支援という、３つの分野で報告してまいりま

したけど、全般的に鎌倉市の児童の福祉をどう考えるかということで、総括的なご議論を

いただきたいと考えております。２カ月に一回のペースでさせていただいておりまして、

土曜と平日の夜と交替でやってきておりますので、次回は平日の夜ということになります。 

（日程調整） 

○松原委員長 それでは11月22日火曜日の夜６時ということでとらせていただきます。 

 それでは、今日予定をしておりました議事はこれだけと思います。どうもありがとうご

ざいました。 


